
二
六
日
、
日
本
共
産
党
埼

玉
県
委
員
会
は
、
二
〇
〇
七

年
度
の
政
府
予
算
に
向
け
て

省
庁
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

紙
智
子
、
吉
川
春
子
両
参
議

院
議
員
、
塩
川
鉄
也
衆
議
院

議
員
、
あ
や
べ
澄
子
参
院
埼

玉
選
挙
区
予
定
候
補
、
四
名

の
県
会
議
員
と
県
内
地
方
議

員
、
県
議
予
定
候
補
ら
約
六

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午

前
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い

て
、
利
用
者
負
担
の
激
増
で

自
立
ど
こ
ろ
か
自
宅
に
引
き

こ
も
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ

る
こ
と
。
施
設
は
、
利
用
者

の
減
少
に
加
え
、
報
酬
が
日

割
り
計
算
に
な
っ
た
こ
と
で

年
六
〇
〇
〇
万
円
も
減
収
に

な
り
、
死
活
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
深
刻
な
現
状
を
し
っ

か
り
見
て
ほ
し
い
」
と
地
方

議
員
や
各
候
補
者
が
現
場
の

切
実
な
声
を
訴
え
ま
し

た
。

厚
生
労
働
省
は
、
「
施

設
収
入
が
八
割
以
下
に

な
ら
な
い
よ
う
な
激
変

緩
和
措
置
を
講
じ
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
山
田
市
議
は

「
激
変
緩
和
措
置
が
あ

る
と
い
う
け
れ
ど
、
障

害
者
は
体
調
が
微
妙
に

変
化
す
る
。
季
節
に
よ
り
休

み
が
多
け
れ
ば
収
入
が
減
る
。

机
上
の
計
算
で
な
く
、
も
っ

と
実
態
を
よ
く
調
査
し
て
ほ

し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。
厚

労
省
は
「
適
切
な
時
期
に
調

査
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

老
齢
加
算
・
母
子

加
算
の
復
活
を

厚
生
労
働
省
が
「
七
〇
歳

以
上
の
方
の
消
費
が
減
る
こ

と
。
十
六
歳
か
ら
十
八
歳
ま

で
の
子
ど
も
は
手
が
か
か
ら

な
く
な
る
こ
と
」
を
理
由
に

老
齢
加
算
・
母
子
加
算
の
段

階
的
廃
止
を
述
べ
ま
し
た
。

山
田
市
議
は
「
実
態
を
全

く
見
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
、

「
復
活
を
す
べ
き
だ
」
と
強

く
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
交

渉
団
は
、
生
活
保
護
に
つ
い

て
は
、
申
請
を
受
理
さ
れ
ず
、

自
殺
者
が
出
て
い
る
実
態
を

あ
げ
て
、
生
活
保
護
制
度
を

改
善
し
、
窓
口
で
の
申
請
不

受
理
を
根
絶
す
る
こ
と
。
老

齢
加
算
、
母
子･

加
算
の
復

活
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
は

国
の
制
度
に
。
国
庫
負
担
を

増
や
し
、
在
宅
で
も
、
施
設

で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

介
護
保
険
制
度
を
求
め
ま
し

た
。午

後
は
、
財
務
省
、
農
林

水
産
省
、
文
部
科
学
省
、
国

土
交
通
省
、
環
境
省
に
対
し
、

分
か
れ
て
交
渉
し
ま
し
た
。

七
月
二
六
日
、
東
京
・
上

野
公
園
内
の
東
照
宮
で
、
国

民
平
和
大
行
進
の
北
海
道
ー

東
京
間
の
通
し
行
進
者
を
出

迎
え
る
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

集
会
は
、
広
島
・

長
崎
の
原
爆
の
火

が
灯
さ
れ
て
い
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前

で
行
わ
れ
、
東
京

原
水
協
を
中
心
に

飯
能
、
狭
山
か
ら

か
ら
も
参
加
し
た

大
勢
の
人
が
拍
手

で
迎
え
ま
し
た
。

日
焼
け
し
た
顔

で
あ
い
さ
つ
に
た
っ

た
柴
崎
康
夫
さ
ん

は
、
天
候
と
健
康
に
恵
ま
れ
、

元
気
に
行
進
し
た
八
二
日
間

の
様
子
を
語
り
な
が
ら
、

「
支
援
し
て
く
れ
た
多
く
の

仲
間
の
皆
さ
ん
や
沿
道
か
ら

声
援
を
送
っ
て
く
れ
た
多
く

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

柴
崎
さ
ん
は
、
引
き
続
き

広
島
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大

会
に
参
加
し
て
、
「
世
界
平

和
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
」
と
決
意
表
明
を
し
ま

し
た
。

創
刊
二
万
号
を
迎

え
た
23
日
の
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に

〈
夫
婦
の
命
救
っ

た
最
後
の
10
円
玉
〉

と
い
う
記
事
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。
群

馬
県
桐
生
市
の
御

夫
婦
が
手
元
に
残
っ

た
最
後
の
10
円
玉

で
党
事
務
所
に
「
助
け
て
く

だ
さ
い
」
と
電
話
。
や
っ
と

の
こ
と
で
生
活
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の

で
す
▼
地
元
紙
の
桐
生
タ
イ

ム
ス
も
、
御
夫
婦
の
命
を
救
っ

た
市
議
会
で
の
党
議
員
の
質

問
を
〈
10
円
玉
の
重
さ
〉
の

見
出
し
で
紹
介
。
「
金
利
を

左
右
す
る
権
限
を
握
り
な
が

ら
、
自
ら
は
超
高
利
回
り
の

投
資
で
利
益
を
得
る
人
も
い

る
。
ヒ
ル
ズ
族
ら
に
は
金
利

の
百
分
の
一
に
も
満
た
ぬ
10

円
玉
が
、
夫
婦
に
と
っ
て
は

命
づ
な
だ
っ
た
」
と
今
の
政

治
に
対
す
る
怒
り
を
綴
っ
て

い
ま
す
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
「
急
増
″
働
く
貧
困
層
″
」

で
は
な
か
な
か
仕
事
に
つ
け

な
い
、
交
通
費
が
な
い
の
で

面
接
を
受
け
ら
れ
な
い
、
痛
々

し
い
ま
で
の
青
年
の
姿
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
貧
困

は
他
人
事
で
は
な
い
し
、
孤

立
し
て
い
た
ら
ど
ん
ど
ん
追

い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

飯
能
で
は
八
月
に
「
な
ん
で

も
相
談
会
」
が
あ
り
ま
す
が
、

生
活
と
命
を
ま
も
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
い
よ
い
よ

急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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実
態
に
あ
っ
た
改
善
求
め
る

０
７
年
度
予
算
で
省
庁
交
渉

国
民
平
和
大
行
進

北
海
道

→

東
京

飯
能
市
の
柴
崎
さ
ん
元
気
に
歩
き
抜
く

８月20日（日）
午前10時～午後３時

一丁目クラブ

サラ金、国保滞納、税金・年金相談、

融資から不払いなど

一人で悩まずに、何

でもご相談ください。

弁護士、税理士、

社会保険労務士など

専門家が対応します。

主催・飯能日高土建・民商・清流道

場・日本共産党飯能市議団

第
８
回

中央が柴崎さん

日本共産党

埼玉県地方議員
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９年 １０年１１年１２年１３年１４年１５年１６年

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
、
今
後
、
飯
能
市
が
「
家

庭
ご
み
の
有
料
化
」
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

東
京
都
で
は
じ
め
て
「
戸
別

収
集
と
ご
み
量
に
応
じ
た
有

料
化
」
を
実
施
し
た
青
梅
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

減
量
化
を
目
的
に

有
料
化
実
施

青
梅
市
は
、
平
成
一
〇
年
一

〇
月
、
戸
別
収
集
と
セ
ッ
ト

で
家
庭
ご
み
の
有
料
化
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
収
集
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
を
す
す
め

る
上
で
は
、
よ
り
細
か
い
分

別
収
集
へ
の
移
行
が
不
可
欠

と
、
「
ボ
ッ
ク
ス
型
の
撤
去
」
、

「
家
庭
ご
み
の
有
料
化
」
に

つ
い
て
「
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
」
に
諮
問
し
、
審

議
会
は
、
「
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
の
撤
去
は
不
可
欠
」
、

「
ご
み
の
排
出
量
に
応
じ
た

負
担
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、

公
平
性
を
確
保
し
、
資
源
と

環
境
を
守
る
た
め
の
意
識
改

革
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
家

庭
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
答
申
し

ま
し
た
。
青
梅
市

は
さ
っ
そ
く
具
体

化
し
、
翌
平
成
一

〇
年
三
月
議
会
で

決
定
。
一
〇
月
実

施
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ

の
説
明
を
聞
い
て

い
て
、
今
飯
能
市

が
説
明
し
て
い
る

の
は
、
こ
れ
と
ま
っ

た
く
同
じ
内
容
だ

な
と
う
な
ず
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。

有
料
化
で
大
変
な

負
担
に

有
料
化
の
内
容
で
す
が
、

指
定
収
集
袋
（
一
〇
枚
一
セ
ッ

ト
）
を
市
内
の
商
店
で
購
入

し
ま
す
。
こ
れ
が
有
料
化
で

す
。

家
庭
系
ご
み
：
小
袋
（
一
〇

㍑
）
一
二
〇
円
、
中
袋
（
二

〇
㍑
）
二
四
〇
円
、
大
袋

（
四
〇
㍑
）
四
八
〇
円

事
業
系
ご
み
：
小
袋
（
二
二
・

五
㍑
）
八
〇
五
円
、
大
袋

（
四
五
㍑
）
一
六
一
〇
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
的
四
人
家
族
で
試
算

し
て
み
る
と
、
年
間
六
五
〇

〇
円
以
上
の
新
た
な
負
担
増

に
な
っ
て
い
ま
す
。

有
料
化
は
ゴ
ミ
の
減
量
に

つ
な
が
る
と
い
い
ま
す
が
、

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
有
料
化

し
た
年
に
は
ゴ
ミ
が
減
少
し

て
も
除
々
に
元
に
戻
っ
て
し

ま
う
の
が
実
態
で
、
全
国
的

に
も
同
様
な
傾
向
で
す
。

飯
能
市
と
し
て
は
、
「
市

民
と
の
協
働
」
で
減
量
を
す

す
め
、
新
た
な
市
民
負
担
は

避
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

２００６年 ７月３０日 ＮＯ．１５３３

負
担
は
増
え
て
も
ゴ
ミ
減
ら
ず

一
世
帯
六
五
〇
〇
円
超
の
新
た
な
負
担

党
市
議
団
が
青
梅
市
を
視
察

政
府
与
党
が
「
歳
出
・

歳
入
一
体
改
革
」
の
な
か

で
す
す
め
る
社
会
保
障
費

削
減
で
「
生
活
保
護
費
の

大
幅
カ
ッ
ト
」
が
狙
わ
れ

て
い
ま
す
。
七
〇
才
以
上

の
高
齢
者
へ
の
老

齢
加
算
は
す
で
に

平
成
一
六
年
に
廃

止
さ
れ
、
今
回
政

府
が
見
直
し
の
対

象
に
し
て
い
る
の
は
、

「
生
活
扶
助
費
」
と
母
子

家
庭
な
ど
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
「
母
子
加
算
」
で
す
。

現
在
飯
能
市
の
生
活
保

護
世
帯
三
六
九
世
帯
の
中

で
、
母
子
世
帯
は
四
六
世

帯
で
す
が
、
母
子
加
算

（
母
親
と
一
五
才
～
一
八

才
ま
で
の
子
一
人
と
し
た

場
合
）
二
万
二
〇
円
支
給

さ
れ
る
と
こ
ろ
平
成
一
七

年
は
一
万
三
三
五
〇
円
に
、

一
八
年
は
六
六
七
〇
円
に

減
額
さ
れ
、
一
九
年
は
廃

止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
保
護
費
の
中
心
で

あ
る
生
活
扶
助
費
を
削
減

す
れ
ば
、
市
民
税
な
ど
さ

ら
に
低
い
所
得
の
人
が
課

税
対
象
に
な
り
、
就
学
援

助
費
の
対
象
世
帯
も
狭
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
影
響

は
甚
大
で
す
。

ま
た
、
小
泉

政
治
の
な
か
で
生
活
保
護

の
相
談
は
増
え
て
お
り
平

成
一
七
年
度
は
、
相
談
二

八
五
件
、
申
請
八
六
件
、

支
給
決
定
七
七
件
で
保
護

率
は
六
・
五
‰
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
憲
法
の
下
で
、

生
活
保
護
法
第
一
条
は
、

国
は
「
生
活
に
困
窮
す
る

す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、

そ
の
困
窮
の

程
度
に
応
じ
、

必
要
な
保
護

を
行
い
、
そ

の
最
低
限
度

の
生
活
を
保

障
す
る
」
と

い
う
責
任
を
負
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
生

活
保
護
費
の
削
減
は
、
生

存
権
の
否
定
、
憲
法
違
反

そ
の
も
の
で
す
。

二
三
日
、
金

子
敏
江
事
務
所

で
は
、
し
ん
ぶ

ん
「
赤
旗
」
日

刊
紙
、
日
曜
版

の
配
達
・
集
金

活
動
や
ビ
ラ
配

布
活
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
方
々

へ
の
慰
労
を
兼

ね
た
昼
食
会
を

行
い
ま
し
た
。

三
〇
年
近
く
日

曜
版
を
所
沢
の
地
区
事
務

所
か
ら
飯
能
と
日
高
へ
下

ろ
す
仕
事
を
黙
々
と
や
り

ぬ
い
て
き
た
人
に
み
ん
な

で
感
謝
。
「
早
朝
四
時
過

ぎ
に
起
き
る
の
は
正
直
つ

ら
い
ね
」
「
雨
が
多
く
て

今
年
は
大
変
だ
」
「
赤
旗

な
ら
で
は
の
報
道
が
沢
山

あ
る
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
ね
」

と
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
の

料
理
に
話
の
花
が
咲
き
ま

し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
う

な
ぎ
寿
司
、
は
る
さ
め
サ

ラ
ダ
、
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
、
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
、

煮
物
い
ろ
い
ろ
、
い
か
マ

リ
ネ
、
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
、

メ
ロ
ン
。
安
来
節
、
い
か

だ
流
し
な
ど
自
慢
の
の
ど

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

いい「しんぶん」だからもっ
と読んでもらいたい

赤旗配達者慰労昼食会

ｔ

滝
沢
お
さ
む

議
会
報
告
会

八
月
五
日
（
土
）

午
後
七
時
～

岩
沢
白
髪
神
社

お
話
し
す
る
人

滝
沢
お
さ
む
市
議
会
議
員

●

六
月
議
会
の
特
徴

税
金
は
な
ぜ
上
が
っ
た
か
？

飯
能
市
の
区
画
整
理
事
業

な
ど

日
本
共
産
党
飯
能
南
支
部
、

同
後
援
会

生
き
る
基
盤
を
奪
う

自
・
公
の
『
改
革
』

生
活
保
護


